
西洋医学＋針で効果 

 

久野さんの肩に針を刺す河内さん（大阪医科大麻酔科で）  

 ベッドにうつぶせに寝ると、ステンレス製の針１０本が、肩、腰、ひざ裏、ふくらはぎ

に、手際よく刺される。 

 「すごく気持ちいいですよ」。大阪府高槻市の久野喜代枝さん（８１）が針治療を受

けるようになって４年がたつ。 

 ７０歳を超えて、腰と首が痛くなった。ひどい時は、布団で寝返りも打てず、首も回

らない。受診した複数の整形外科では、腰と首の背骨に変形があり、手術は難しい

という。痛みは良くならなかった。 

 ２００４年２月、友人の勧めで同市にある大阪医科大の麻酔科を受診した。神経に

局所麻酔薬などを注射する神経ブロック治療に対しては、「怖い」という先入観があ

り、それ以外の治療を頼んだ。 

 教授の南敏明さんは、神経の興奮を抑えたり、血流を良くしたりする点滴治療を行

い、同科の針きゅう師による針治療を約１５分加えた。痛みは徐々に軽くなった。た

まに強い痛みが出た時には、神経ブロック治療も受けるようになり、針もそのまま続

けた。 



 同大麻酔科では、痛みを訴える患者にはまず神経ブロックや薬剤投与などの西洋

医学の治療を行い、患者によっては東洋医学である針も組み合わせている。同科針

きゅう部門では、２人の常勤針きゅう師と２５人の実習生が治療に当たる。 

 「神経ブロックで強い痛みが消えても、しびれや違和感が残ることは多い。残った

不快な症状を取り除きたい時、針は非常に効果があると実感している」と南さん。痛

みが比較的軽い人にも向いているという。 

 東洋医学の考えでは、人体には「経絡」というエネルギーの通り道がある。ここに滞

りがあると、痛みやこりなど様々な症状が表れる。経絡の上に点在しているツボを針

で刺激することで、経絡を整え、症状を取り除けるという。 

 針きゅう部門主任の針きゅう師、河内明さんは「針が交感神経の働きを抑え、血流

が改善され、痛みがやわらぐということ。効果は緩やかだが、合う人にはよく効きま

す」と言う。 

 同大では針のほかに、円すい形の電極をツボに張って通電する方法や、近赤外線

を患部にあてる光線療法なども行っている。 

 久野さんは、今も軽く痛むことはあるが、自転車で通院できるまでに回復した。（山

口博弥） 

 （来週は「後期高齢者医療」です） 

（2008 年 6 月 27 日  読売新聞） 
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